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■　書 評　■

杉本　厚夫 ［編コ

r体育教育を学ぶ人 の ため に』

静岡大学 阿部　耕也

　教育社会学を専門に する者で ，近代公

教育制度 として の 学校で どの よ うな教育

が行われて きたの か に 関心を持た ない者

は ほ とん どい な い だ ろ う。 しか し，
こ と

体育に 限 っ た場合 は どうか 。 人間形成の

営み と して 他の どの 領域 に も劣 らず重要

な教育の 形式で あ る体育教育に つ いて ，

われわれはほ とん ど知 らないの で はない

か 。 近代学校の 成立 とほぼ同時に起 こ っ

た公的な体育教育が，い か なる身体観を

も っ て 展開され て きた の か，どの よ うな

人間を形成 しよ うと して きたの か　　本

書は こ うした体育教育の 根拠を問い 直す

書とな っ て い る 。

　本書 は 2 部 構成 で ，体育教育学，ス

ポー
ツ社会学の み な らず ， 教育社会学 ，

歴史社会学 ， 文化社会学， ジ ェ ンダー
論

など様々 な立 場か ら書かれ た 16章か らな

る大部の 書で ある 。

　日英エ リー ト教育に お い て スポ ー
ツが

形成 した ハ ビ トゥ ス を比較検討する 「ス

ポ ー ツ ・ エ リー ト ・ ハ ビ トゥ ス」 （デ

ビ ッ ト・ノ ッ ター／竹 内洋）。 体育教育

の 根底に ， 近代社会の 要件で あ る 「感情

の 制御」 を身体訓練を通 して 実現 しよ う

とする思想を読み とる 「体育教育に よ っ

て 作 られ た近代的感情」 （杉本厚夫）。 メ

ディ ア として の 運動 会に注 目し学校空間

で繰 り広 げ られて きた ドラ マ トゥ ル ギー

を解明す る 「運 動会 と学校空間」 （吉見

俊哉）。 こ れ ら 3 章は 「体育に お け る身

体の 政治学」 へ の 分析で ある 。

　「近代的身体の 教育」 で は体育教育に

お ける身体の 把握 と操作が語 られる 。 戦

時中の 体育 にお け る象徴的権力と して の

身体文化を論 じた 「学校体育 に お ける身

体文化の 多様性 と両義性」 （黄順姫）。 近

代国家建設 と平行 して 展 開 され た 「体

操」 に よ る身体 の 規律 ・訓練の 実態 を

探 っ た 「係留 され る身体」 （清水諭）。 教

育現場 （特に体育場面） と暴力との 関係

を エ リア ス らに依拠 しなが ら検討す る

「体育 と暴力」 （菊幸
一

）。

　「文化装置 と して の 体育」 で は，学校

教育およ び近代 ス ポー
ツ に お いて ジ ェ ン

ダー
の 問題がどの よ うに扱わ れて い るか

が 論 じ られ （「ス ポ ー
ツ 教育 と ジ ェ ン

ダー
」 伊藤公雄，「体操服 の 文化史」 萩

原美代子），運動場 ・ 体育館が画
一

的 ・

無味乾燥な風景 とな っ た背景を探る 「学

校体 育施 設の 文化史」 （上 和田茂） な

ど，体育の もつ 文化装置 と して の 側面が

あぶ り出され る 。 以上 9章が第 1部 「近

代的身体の形成と体育教育」 を構成す る

が，近代 の 身体観 ・教育観を相対化す る

とい う本 書の テ ー
マ の 基調 を なす もの

で ， これだ けで 1冊 の 書物とな りそ うで

ある 。

143

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

　第 H 部の テ
ー

マ は 「体育 教育 の 近代

化」。 遊 びと して の ス ポ ー
ツが学校教育

に位置づ け られ変容 して い く過程を述 べ

た r体育内容論」 （松田恵示）。 近代教育

の 布置の 中で体育教師の ハ ビ トゥ スが ど

う形成 され るか を論 じた 「体育教師論」

（沢田和明）。
こ れ ら 「体育教育の 躓 き」

で ，カ リキ ュ ラム ・教師など様々 な契機

に よ り制度化され て い く体育教育の 社会

的意味が論 じられ る 。
「体育教育の 揺 ら

ぎ」 で は，「武道論」 （友添秀則），
「表現

運動論」 （木村真知 子） に よ り， 武道 や

ダンス な ど
一

見 した とこ ろ体育 と親和性

を持 つ 営みが ， 学校教育 におい て は矛盾

と葛藤を生み ，緊張関係 に あ るこ とが論

じ られ る 。
「体育教育の 戸惑い 」 で は ，

部活動が近代的身体の 形成に果 た した役

割を辿 る 「学校運動部論」 （桝本直文），

統合体育を通 じた ノ ーマ ラ イゼ ーシ ョ ン

へ の 道 を探 る 「障害者体育論」 （藤田紀

昭） とい う 2 編に よ っ て ，辺縁的テ ー
マ

で あ りなが ら体育教育 の抱える問題を逆

照 射す る視点 を提 出 して いる 。 最 後 は

「体育教育の 願い 」 として ，「体育科教育

研究の オ ーバ ー ビ ュ
ー

」 （岡出美則）に

よ り先行研究の 動向と課題を提示 して い

る 。

　 この よ うに 目まぐる しい ほ ど多様な素

材を扱い なが ら体育教育の 根拠を問い 直

して い く本書は ， 体育教育の み な らず身

体論 ・近代教育論に 関す る充実 したア ン

ソ ロ ジー
で あ る とい え る。 た だ ， ない も

の ねだ りを承知で 言え ば，素材だけで な

く分析の 仕方 もバ ラ エ テ ィ に 富ん だ もの

に して ほ しか っ た 。 読 後 の
tt

満 腹感
”

は，全 16章 に及ぶ 論 考の 充実の ゆえ なの

ア44

だが，味付けが似た料理 を続けて 食べ た

印象 もあ っ た。 体育教育の 相対化を 目指

し，身体／体育に 関す る資料をふ ん だん

に用い た分析が展 開 されて い るの だが ，

その 相対化の手段 は歴 史的分析に 偏 っ て

い る気が したの で ある 。 学校体育の あ り

方を相対化 しよ うとす るな ら，た とえ ば

社会体育／生涯ス ポーツ とい う視点か ら

問題を照射す る試みが あ っ て もよか っ た

し， 子ど もに よる体育 とい う経験を丹念

に追 っ た論考を入れ る余地 もあっ たの か

もしれな い 。 近代の身体観 ・体育教育の

相対化だ けで 十分手応え の あ る課題なの

だが ，「体育教育を学ぶ 人の た め に 」 と

い う書名で ，またか なり大部で あるた め

そん な欲 も出た 。

　その 意 味で 途 中に挟まれた 「羊の 棚」

（川 島昭夫），「ド
ーム 球場で野球を見 る」

（永井良和），「体育教育 とは ，本当に 必

要な もの な の か ？」 （玉木正之） とい う

コ ラ ム は気分転換とな り 「剌激的なス パ

イ ス 」 に な っ て い るが ， 効き過ぎた きら

い もあ る。 体育教育を批判的に 眺め，そ

の 根拠を問 うこ との重要性を説 く本書で

あ るが ，「体育教育 は必要か」 とい う問

い に 肯定的な答えを用意 して い ない よ う

に 見え るの で ある 。 しか し，それ が編者

の 狙い な の か も しれ な い 。
「現場の 先生

た ち に 読ん で ほ しい 」 とあ る よ うに ，

様々 な社会背景 ・制度を担 っ た営み とし

て の 体育を ， 自明視す るの で は な く，そ

の 存在意義を自らに 問い なが ら実践す る

き っ か けに して ほ しい とい うこ となの か

もしれ ない
。

　 い ずれに せ よ本書 は，体育教育 を学ぶ

人 だけで はな く， 教育社会学の 研究者 に
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